
平成２７年度 藤岡市立鬼石中学校区 連携型小中一貫教育推進構想

目指す児童生徒像 自他を大切にし、自分の意見を生き生きと表現できる子ども

自 立 共 学
○自分で考えて、進んで行動する ○思いやりを持ち、互いに気持ちよく生活ができる
○自分を律し、自分の行動に責任を持つ ○互いに競い合い、力を高めることができる
○自分の目標を持って、自己を高める ○自他の考えを出し合い、まとめることができる

学力向上（授業改善） ○９年間を見通した教育課程の編成・実施
「理科教育」…小小連携特配教員の活用、小中での相互乗り入れ授業の計画・推進

○３校共通の校内研修テーマで、授業改善に努める
「教えて考えさせる授業づくり」 ・「本時のねらい」の明確化 ・何を教え、何を考えさせるか

・複線型の指導、発展問題への挑戦
○児童生徒の主体的・意欲的な学習活動の推進

・課題解決的な学習活動の推進 ・学校図書館の計画的な活用
・豊かな表現活動につなげる読書活動の推進

積極的な生徒指導 ○学校行事を核にして、その取組の中で自己決定・自己存在感・共感的人間関係づくりを進める
○児童会と生徒会で連携したいじめ防止に向けた取組
「ハッピーはあとふるツリー運動」「スマイルハイタッチあいさつ運動」
○９年間を見通した生活習慣・学習規律に基づく指導
「生活のきまり」「学習のきまり」～夢いっぱいになるために～の徹底
○学力向上の基礎となる健康づくり
平成２７・２８年度「生きる力をはぐくむ歯・口の健康づくり推進事業」への取組

＊９年間を見通した生活習慣、学校と保護者との連携・協力
小学校１・２年 小学校３・４年 小学校５・６年 中学校１・２・３年生

生活リズム 早寝・早起き・朝ご飯 朝の洗顔と排便 進んで運動 テレビ・ゲーム・スマホの使い方と時間減
家庭学習 家の人と関わりながら 自分の力で宿題・自主学習 復習と予習で自主学習 目標設定・自分の計画で

３０分を目安 学年×１５分を目安 学年＋１時間を目標


